
〔感染症発生動向調査企画委員会情報〕                     １０月報 

インフルエンザ定点（小児科定点を含む） 

インフルエンザ：     報告数１２件、前月比では４．０です。全例が有明からの報告で、そのうち１０例

が８０歳以上の高齢者となっています。同地区に限らず、これから発生動向に注意

が必要です。 
 

 

小児科定点 

（全体傾向）      報告総数２，２６３件(前月比１．０、前年比１．０)でした。前月比で大きく増減

した疾患はありません。RSウイルス感染症は前月比では０．７と減少していますが、

前年比では、２．９と例年より高い水準です。流行期にあたりますので注意が必要

です。全体の推移としては例年同様です。 

 

（疾患別傾向） 

１．ＲＳウイルス感染症：報告数３５５件(前月比０．７、前年比２．９)と例年になく９月に急増し、１０月

には減ったとはいえ高水準を維持しています。地域別にみれば、宇城が６４件(定

点あたり２１．３)と突出しています。その他定点あたりでは、菊池１１．５(報告

数４６件)、八代９．３(報告数３７件)、熊本８．８(報告数１４１件)と続いてい

ます。一方で、阿蘇からの報告はなく、山鹿３件、御船１件と報告の少ない地区が

あります。この地域別傾向は近年見られた、それと同じでした。 

 

２．咽頭結膜熱：     報告数６３件(前月比０．５、前年比１．８)です。８月をピークとして減少してい

ます。推移としては例年通りです。  

 

３．Ａ群溶レン菌咽頭炎：報告数１２０件(前月比１．３、前年比０．６)です。例年同様の推移です。今年は

９月が最少で１０月に増加に転じたと思われます。菊池(定点あたり４．５)と人吉

(同４．０)が多いようです。年齢も６歳が最も多く３歳～７歳と幅広い報告があり

ます。 

 

４．感染性胃腸炎：     報告数１，００６件(前月比１．３、前年比１．４)と例年より早めの増加です。有

明２０４件(定点当たり４０．８)、菊池１５１件 (同３７．８)、山鹿６２件(同３

１．０)に多いようです。阿蘇(定点あたり２．５)、御船(同４．３)、水俣(同６．

５)を除けば、定点当たり二桁の報告です。ほぼ全年齢から報告があります。 

 

５．水  痘：      報告数１３９件(前月比１．１、前年比０．９)と、推移・報告数ともに例年並です。

八代３５件(定点あたり８．８)が多いようです。 
 

６．手足口病：        報告数５９件(前月比０．９、前年比０．３１)と、今年は低水準で推移しました。

菊池１７件(定点あたり４．３)が多いようです。 
 

７．伝染性紅斑：    報告数１１件(前月比１．４、前年比０．６)です。昨年秋からの低水準が維持出来

ています。県北と天草から少数報告されています。 
 

８．突発性発しん：   報告数１５２件(前月比０．８、前年比１．０)と、例年同様大きな動きはなく推移

しています。阿蘇・御船を除き県下から定点あたり平均３．２件の報告があります。 
 

  



９．百 日 咳：       報告は２件(前月比０．７、前年比１．０)でした。報告された年齢は、０～５ヶ月

１件と１５～１９歳１件です。人吉と天草から報告されています。 

 

１０． ヘルパンギーナ： 報告数５８件(前月比０．４、前年比０．７)で、例年同様に減少しています。天草(定

点あたり５．０)、人吉(同４．３)以外の流行は収束していると思われます。 
 

１１．流行性耳下腺炎： 報告数１００件(前月比１．０、前年比０．４)と、今年始めからの漸減傾向が続いて

います。宇城３１件(定点当たり１０．３)、天草２４件(同６．０)、に多いようです。

ほぼ全年齢から報告されています。 

 

 

眼科定点 

１．急性出血性結膜炎： 報告はありません。 

 

２．流行性角結膜炎：    報告数６１件(前月比０．９、前年同月１．７)と前月と大差ありません。地区別で

は熊本４３件、菊池７件、有明１１件と菊池、有明地区の増加が目立ちます。年齢

別では２～６歳の低年齢層での発症は少なく、２０～５９歳に５６％と多発してい

ます。 

 

ＳＴＤ定点  

１．性器クラミジア感染症：報告数 ４５件（前月比 １．５、前年比 １．０）で、前月比は増加し、前年比は同数です。

男女別は、男性１３件、女性３２件で、女性に多く見られます。年齢別は、男性は１５～６

４歳に見られ、女性は１５～４４歳に見られますが、１５～２９歳に多く見られます。地域

別は、熊本が２９件、次いで御船５件、有明４件、宇城３件、人吉２件、八代、天草各１件

でした。 

 

２．性器ヘルペスウイルス感染症： 

報告数 ２８件（前月比 １．２、前年比 １．３）で、前月比、前年比ともには増加していま

す。男女別は、男性１６件、女性１２件で、男性に多く見られます。年齢別は、男性は２０

～５９歳、女性は３０～７０歳以上に見られます。地域別は、熊本が２２件、八代、宇城各

３件でした。 

 

３．尖圭コンジローマ：  報告数 ５件（前月比 ０．７、前年比 １．７）で、前月比は減少し、前年比は増加していま

す。男女別は、男性３件、女性２件です。年齢別は、男性は２０～４９歳に見られ、女性

は２０～２４歳に見られます。地域別は、熊本が３件、御船、宇城各１件でした。 

 

４．淋菌感染症：    報告数１０件（前月比 ３．３、前年比 ０．６）で、前月比は増加し、前年比は減少していま

す。男女別は、男性が９件、女性１件で、男性に多く見られます。年齢別は、男性は１５

～６４歳に、女性は３０～３４歳に見られます。地域別は、熊本が７件、宇城２件、有明１

件でした。 

 

基幹定点 

（週報分） 

１．細菌性髄膜炎：    １件（前月比－、前年比－）の報告がありました。人吉１件で、年齢は２５～２９

歳：１件でした。 

 

２．無菌性髄膜炎：    １件（前月比０．５、前年比０．３）の報告がありました。熊本１件で、年齢は５

～９歳：１件でした。 



 

３．マイコプラズマ肺炎：１３件（前月比０．８、前年比０．７）の報告がありました。熊本７件、人吉１件、

有明３件、天草２件で、年齢は１～４歳：５件、５～９歳：２件、１０～１４歳：

２件、１５～１９歳：１件、２０～２４歳：１件、７０歳以上：２件でした。 

 

４．クラミジア肺炎:     ３件（前月比３．０、前年比－）の報告がありました。熊本３件で、年齢は１～４

歳：３件でした。 

 

 

（月報分） 

１．メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症：  

２１件の報告があり（前月比０．３、前年比０．２）ました。熊本地区から８件（３

８％）、山鹿３件、阿蘇１件、八代３件、人吉３件、有明３件でした。年齢は高齢

者（７０歳以上）が多く１７件（８１％）認められます。また、１～４歳：1 件、

４０～４４歳：１件、６０～６４歳：１件、６５～６９歳：１件でした。 

 

２．ペニシリン耐性肺炎球菌感染症：  

２件の報告があり（前月比０．３、前年比２.０）でした。熊本１件、八代１件で、

年齢は４５～４９歳：１件、７０歳以上：１件でした。 

 

３．薬剤耐性緑膿菌感染症：報告はありませんでした。  

 

４．薬剤耐性アシネトバクター感染症： 

報告はありませんでした。 

 

 
 
 
 
 

 

 

届け出対象感染症 

１類感染症：        報告はありませんでした。  

２類感染症：        結核：２８件  

３類感染症：         腸管出血性大腸菌感染症：１１件 

４類感染症：        日本紅斑熱：２件 

５類感染症（全数把握）：  劇症型溶血性レンサ球菌感染症：１件 

破傷風：１件 

 


